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広 報

　７月10日、健康管理センターで行われた「あそびの広
場」で子どもたちは、お母さん、おばあちゃんと一緒に、
笹巻きづくりに挑戦。一生懸命作った子どもたちにとっ
て、その味は忘れられないものになったでしょう。

～笹巻きづくりに夢中～
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昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
広
域
的
な
自
治
体
同
士
の

連
携
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、地
震
や
豪
雨
な
ど
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
災
し
た
自
治
体
が
単
独
で
の
応
急
措
置
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
小
国
町
は
、
7
月
26
日
、
福
島
県
大
玉
村
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
救
援
物
資
の
提
供
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
内
容
を
定
め
た
も
の
で
、
本
町
が
単
独
で
他
の

自
治
体
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
今
月
は
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
相
互
応
援

福
島
県
大
玉
村
と

災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
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求
め
ら
れ
る
災
害
時
の
対
応
強
化

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
き
な

揺
れ
と
巨
大
な
津
波
が
多
く
の

人
々
の
生
命
を
奪
い
、
大
規
模
な

停
電
、
水
道
や
道
路
網
の
損
壊
な

ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
を
招

き
、
物
流
が
停
滞
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
今
な

お
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
か
た
が
た
も
い
ま
す
。

　

大
震
災
発
生
後
、
町
内
の
企
業

や
団
体
等
が
被
災
地
で
支
援
活
動

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
町
と
し
て

も
、
避
難
所
の
開
設
や
、
山
形
県

と
連
携
し
て
被
災
地
へ
職
員
を
派

遣
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
支
援

活
動
等
を
踏
ま
え
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
の
迅
速
、
円

滑
な
復
旧
、応
急
活
動
の
大
切
さ
、

自
治
体
間
で
の
助
け
合
い
の
重
要

性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定
と
は

　

自
治
体
間
の
災
害
時
相
互
応
援

協
定
と
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
、
被
災
自
治
体
に
よ
る
応
急

措
置
が
困
難
な
場
合
、
救
援
物
資

の
提
供
等
に
つ
い
て
、
協
定
を
取

り
交
わ
し
、
応
援
内
容
を
決
め
て

お
く
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
大
規

模
災
害
に
よ
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
し
た
際
な
ど
に
、
い
ち
早

く
物
資
の
確
保
や
、
人
的
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
う

え
、
そ
の
後
の
迅
速
な
復
旧
活
動

に
も
結
び
付
き
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
協
定
は
、
平
成
７
年

の
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
に
締
結

の
動
き
が
広
が
り
、
本
町
で
も
、

平
成
７
年
11
月
か
ら
、「
大
規
模
災

害
時
の
山
形
県
市
町
村
広
域
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、

山
形
県
内
の
市
町
村
同
士
が
相
互

に
応
援
し
合
う
こ
と
を
取
り
決
め

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

は
、こ
の
よ
う
な
協
定
に
基
づ
き
、

た
く
さ
ん
の
支
援
活
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
被
害

が
広
範
な
地
域
に
及
ん
だ
た
め
、

協
定
を
結
ん
で
い
た
自
治
体
が
と

も
に
被
災
す
る
ケ
ー
ス
が
現
れ
ま

し
た
。
以
降
は
、
こ
う
し
た
教
訓

を
踏
ま
え
、
同
時
に
被
災
し
な
い

と
考
え
ら
れ
る
自
治
体
同
士
で
、

新
た
に
協
定
を
締
結
す
る
動
き
が

浅和定次福島県大玉村長と小野精一小国町長
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広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
災
害
発
生
時
の

被
害
を
最
小
限
に
し
、
町
民
の
生

命
、
財
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

災
害
時
相
互
応
援
に
つ
い
て
の
検

討
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
こ
の
た

び
、
福
島
県
大
玉
村
か
ら
の
災
害

時
相
互
応
援
協
定
締
結
の
申
し
入

れ
を
受
け
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

福
島
県
大
玉
村
と
の
協
定
締
結
式

　　

小
国
町
と
福
島
県
大
玉
村
に
よ

る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結

式
が
、
7
月
26
日
、
小
国
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
応
援
協

定
の
内
容
は
、
①
食
糧
、
飲
料

水
及
び
日
用
品
な
ど
の
生
活
必

需
物
資
並
び
に
そ
の
供
給
に
必
要

な
資
機
材
の
提
供
、
②
被
災
者
の

救
出
、
医
療
、
防
疫
、
施
設
の
応

急
復
旧
に
必
要
な
資
機
材
及
び
物

資
の
提
供
、
③
被
災
者
の
受
け
入

れ
、
④
災
害
応
急
対
策
等
に
必
要

な
職
員
の
派
遣
、
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
あ
っ
せ
ん
の
、
５
つ
の
項
目

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か

特
に
要
請
の
あ
っ
た
事
項
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
町
村
の
応
援
に
あ

た
っ
て
は
、
被
災
町
村
か
ら
の
要

請
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害

時
は
応
援
要
請
を
行
う
時
間
が
な

い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
場
合
に
は
被
災
し
て
い
な
い
町

村
の
自
主
判
断
で
応
援
活
動
を
行

う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。

　

締
結
式
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
長
、
防
災
担
当
課
長
な
ど
が
出

席
し
、
式
の
中
で
小
野
精
一
小
国

町
長
は
、「
本
日
の
協
定
を
も
っ

て
、
万
が
一
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
大
玉
村
と

小
国
町
が
相
互
に
助
け
合
い
、
住

民
の
安
全
、
安
心
な
生
活
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
が
持
つ
個
性
や
特
性

を
発
揮
し
な
が
ら
交
流
し
、
お
互

い
の
地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
ま
た
、

浅
和
定
次
大
玉
村
長
は
、「
協
定

を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
、
原
発
事
故
の
発
生
を
受
け
、

自
治
体
間
の
相
互
応
援
協
定
の
必

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
度

小
国
町
に
協
定
締
結
の
申
し
入
れ

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
原

発
か
ら
一
定
程
度
の
距
離
が
あ
る

こ
と
、
自
然
が
豊
か
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
判
断
し
た
も
の
で
す
。

今
も
大
玉
村
は
原
発
事
故
の
影
響

で
、
子
ど
も
た
ち
が
思
う
存
分
自

然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
す
。
除
染
の
取
り
組
み
を

し
て
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
玉
村
に

す
る
と
と
も
に
、
協
定
締
結
を
機

に
、
小
国
町
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
の
輪
を
広
げ
、
お
互
い
の
発
展

に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

大
玉
村
の
概
要

　

福
島
県
大
玉
村
は
、
面
積
が

79
・
46
㎢
、
日
本
百
名
山
の
安
達

太
良
山
の
裾
野
に
広
が
る
村
で
、

中
通
り
地
方
の
中
央
、
二
本
松
市

と
郡
山
市
の
間
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
８
５
７
６
人
（
平
成

24
年
6
月
末
現
在
）
で
、
美
し
い

田
園
風
景
が
村
内
各
地
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
大
玉

村
で
は
、
停
電
や
水
道
管
破
裂
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
や
、

住
宅
全
壊
な
ど
の
被
害
も
発
生
し

ま
し
た
。
併
せ
て
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等

に
よ
る
避
難
者
の
受
け
入
れ
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
玉

村
で
は
、
６
３
０
戸
の
仮
設
住
宅

が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
約
４
５
０

人
の
か
た
が
避
難
生
活
を
送
っ
て

大玉村　浅 和 定 次 村長
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い
ま
す
。

　

大
玉
村
の
武
田
孝
一
住
民
生
活

課
長
は
、「
大
玉
村
に
は
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

影
響
で
、
そ
の
周
辺
自
治
体
か
ら

避
難
さ
れ
て
き
た
か
た
が
た
の
ほ

か
、
村
内
で
も
放
射
線
量
の
高
い

地
区
か
ら
同
じ
村
内
の
仮
設
住
宅

に
移
り
住
ん
で
い
る
か
た
も
い
ま

す
。
放
射
性
物
質
の
影
響
で
、
大

部
分
の
野
菜
は
規
制
値
を
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
も
出
荷
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
原
発
事

故
前
の
日
常
を
取
り
戻
す
に
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
小
国

町
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
距
離

が
離
れ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
国
町

は
日
本
海
側
、
大
玉
村
は
太
平
洋

側
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
同
時

に
大
規
模
な
災
害
に
遭
遇
す
る
危

険
性
は
低
く
、
こ
う
し
た
協
定
締

結
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
体
制
の
構
築
に
向
け
て

　

本
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

発
生
以
後
も
、
昨
年
6
月
の
集
中

豪
雨
や
、
昨
冬
の
豪
雪
、
今
春
に

は
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
被
害

が
発
生
す
る
な
ど
、
町
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
本
年
は
、
茨
城
県
な
ど

で
発
生
し
た
竜
巻
被
害
や
、
九
州

北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
な
ど
の

甚
大
な
災
害
も
発
生
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
災
害
は
全
国
的
に
多
発

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　

加
え
て
、
本
町
で
は
人
口
減

少
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
で
の

教
訓
や
、
多
発
す
る
自
然
災
害
な

ど
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
け
る
災

害
対
応
能
力
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

や
県
、
消
防
な
ど
の
行
政
機
関
や

町
内
の
福
祉
施
設
等
の
関
係
機
関

で
構
成
す
る
小
国
町
防
災
会
議
に

お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

効
果
的
な
防
災
対
策
を
講
じ
て
い

く
た
め
、
本
年
度
、
小
国
町
地
域

防
災
計
画
の
改
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
は
、
気
象

等
観
測
体
制
の
整
備
や
、
孤
立
集

落
対
策
、
原
子
力
災
害
対
策
な
ど

の
項
目
を
新
設
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
協
定
を
締
結
し
た
自

治
体
と
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
た
ち
の
交
流
や
農
林
業
分
野

で
の
相
互
連
携
も
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
歴
史
の
中
で
つ
な
が
り

や
友
好
関
係
に
あ
る
自
治
体
と
の

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
相
互
応
援
協

定
の
締
結
な
ど
の
公
助
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

な
ど
地
域
で
の
防
災
体
制
の
構
築

も
含
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
災

害
へ
の
備
え
の
必
要
性
を
認
識

し
、
各
自
が
的
確
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
防
災
意
識
の

向
上
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ん
が
よ

り
安
全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
効
果
的
な
防

災
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

大玉村　武 田 孝 一 課長

安達太良山の裾野に広がる福島県大玉村

大玉村

福島県
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任
期
満
了
に
伴
う
小

国
町
長
選
挙
が
、
7
月

25
日
に
執
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

投
票
は
午
前
7
時
か

ら
町
内
の
18
投
票
所
で

行
わ
れ
、
開
票
は
同
日

の
午
後
9
時
か
ら
、
町
民
総
合
体

育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
盛
田
信
明
氏
が
３
３
６
１

の
得
票
を
得
て
、
町
長
に
初
当
選

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
町
長
選
挙
は
、
7
月
20

日
に
告
示
さ
れ
、
盛
田
信
明
氏
、

小
林
新
太
郎
氏
の

2
人
が
立
候
補
の

届
け
出
を
し
、
5

日
間
の
選
挙
戦
を

繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
87
・
03
％
で
、
前

回
の
同
選
挙
を
０
・
67
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
26
日
に
は
、
役
場
大
会
議
室

で
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、

当
選
し
た
盛
田
信
明
氏
が
、
遠
藤

公
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証

書
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
町
長
は
、
8
月
2
日
に
初
登

庁
す
る
予
定
で
す
。

小
国
町
議
会
臨
時
会

　

平
成
24
年
第
６
回
小
国
町
議
会

臨
時
会
が
、
7
月
10
日
、
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
2
議
案

が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

　
　
　
　

圧
雪
車
を
更
新
取
得

■ 

平
成
11
年
度
に
購
入
し
た
２
・

２
メ
ー
ト
ル
級
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
1
台
を
、
国
の
補
助
採
択
を

受
け
、
更
新
取
得
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

■ 

横
根
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
整

備
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
平
成

11
年
度
に
町
が
購
入
し
た
圧
雪

車
を
更
新
取
得
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

町長選挙の結果

盛
田
信
明
氏
が
初
当
選

盛田信明 氏 3,361 票

小林新太郎 氏 2,895 票

無 効 票 51 票

各候補者の得票数（届出順）

投票率

男 3,483 人
女 3,765 人

男 86.13 ％
女 87.86 ％

7,248人

87.03％

当日有権者数
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平
成
12
年
8
月
２
日
の
町
長
就

任
以
来
、
3
期
12
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
町
政
を
お
預
か
り
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
民
皆
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

任
期
中
を
顧
み
ま
す
と
、
長
引

く
地
域
経
済
の
低
迷
や
、
急
激
な

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
進
行

な
ど
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は

常
に
変
化
し
、
幾
多
の
行
政
課
題

と
直
面
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な

か
で
私
は
、
約
８
０
０
億
の
巨
費

を
投
じ
て
見
事
に
完
成
し
た
横
川

ダ
ム
建
設
事
業
を
は
じ
め
、
子
育

て
環
境
の
充
実
や
小
中
高
一
貫
教

育
の
推
進
な
ど
、
次
代
を
担
う
人

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
温
身
平
の
開
設

な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴

史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
施
策
に
取
り
組
み
、
そ
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
主

体
的
な
力
と
多
様
な
「
協
働
、
交

流
、
連
携
」
の
力
を
結
集
し
な
が

ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
む
小
国

町
の
創
造
の
た
め
に
渾
身
の
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
厳
し
い
社
会
環
境
の
も

と
難
し
い
行
財
政
運
営
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
新
町
長
の
も
と
町
民

皆
さ
ま
が
一
丸
と
な
っ
て
町
政
に

参
画
い
た
だ
き「
白
い
森
の
国『
お

ぐ
に
』」
の
発
展
の
た
め
に
一
層

の
ご
協
力
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

厚
情
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
、

ふ
る
さ
と
小
国
の
限
り
な
い
発
展

と
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
退
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

小
国
町
出
身
の
洋
画
家
渡
部
利

之
氏
（
河
北
町
在
住
）
が
、
7
月

17
日
、
町
に
作
品
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

小
国
町
沢
中
地
区
出
身
の
渡
部

氏
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

を
題
材
に
し
た
作
品
を
制
作
し

て
お
り
、
そ
の
作

品
は
、
ミ
レ
ー
友

好
協
会
フ
ラ
ン
ス

本
部
展
な
ど
に
お

い
て
4
年
連
続
の

受
賞
に
輝
く
な
ど
、

国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
寄
贈

さ
れ
た
作
品
は
、

「
ふ
る
さ
と
―

永と

わ遠
の
輝
き
―
」

と
い
う
題
名
の
油

彩
画
で
、
大
き
さ

は
Ｆ
30
号
で
す
。

　

渡
部
氏
は
、「
美

し
い
ふ
る
さ
と
小

国
の
発
展
を
心
よ

り
願
い
制
作
し
た
作
品
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
か
た
に
見
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
役

場
2
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

小
国
町
長　
　
　

小
野
精
一

退
任
の
あ
い
さ
つ

渡
部
利
之
氏
が
作
品
を
寄
贈

ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
っ
て
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周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
と
は
、
複
数
の
医
療
機
関

に
お
い
て
、
妊
婦
さ
ん
の
周
産
期

の
医
療
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
小
国
町
立
病

院
と
公
立
置
賜
総
合
病
院
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト 

は
？

　

小
国
町
立
病
院
と
公
立
置
賜
総

合
病
院
が
、
周
産
期
情
報
を
一
元

管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

１ 　

妊
婦
健
診
の
一
部
を
小
国
町

立
病
院
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
小
国
町
立
病
院
で
の
妊

婦
健
診
は
、
初
期
健
診
以
降
の

14
週
か
ら
32
週
ま
で
に
行
う
健

診
で
、
５
〜
６
回
程
度
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

２ 　

産
前
産
後
の
助
産
師
に
よ
る

ケ
ア
を
小
国
町
立
病
院
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

利
用
す
る
に
は
？

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る

か
た
は
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
で

分
娩
を
予
定
し
て
い
る
か
た
で

す
。

　

ま
た
、
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
場

合
は
、
事
前
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
同
意
を
い
た
だ
く
ほ

か
、
置
賜
地
域
の
病
院
間
で
、
受

診
歴
や
検
査
結
果
、
画
像
情
報

な
ど
の
診
療
情
報
を
共
有
す
る

「O
KI-net

（
お
き
ね
っ
と
）」
の

利
用
に
も
同
意
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

利
用
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
小

国
町
立
病
院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
国
町
立
病
院
で
は
、

公
立
置
賜
総
合
病
院
で
出
産
を
予

定
さ
れ
て
い
る
か
た
だ
け
で
な

く
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
妊
産
婦

の
相
談
対
応
や
、
産
後
の
マ
ン
マ

マ
ッ
サ
ー
ジ（
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先 　

小
国
町
立
病
院

　
（
☎
61‒

１
１
１
１
）
へ

妊
婦
健
診
の
一
部
を
町
立
病
院
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す 

〜
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
〜 

　

平
成
24
年
6
月
か
ら
小
国
町
立
病
院
と
公
立
置
賜
総
合
病
院
と
の

周
産
期
医
療
連
携
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
休
止
し
て
い
た
妊
婦
健
診

の
一
部
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

火
災
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

小
国
町
内
で
６
月
と
７
月
に

４
件
の
火
災
が
あ
り
ま
し
た

（
う
ち
３
件
が
建
物
火
災
）。

　

平
成
23
年
は
年
間
で
４
件
で

し
た
が
、
平
成
24
年
は
７
月
13

日
ま
で
に
す
で
に
６
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
は
一
瞬
に
し
て
生
命
や

財
産
を
奪
う
、
恐
ろ
し
い
災
害

で
す
。
火
の
元
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
木
材
や
灯
油
な
ど
燃

え
や
す
い
も
の
の
管
理
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

町
中
心
部
の
火
災
で
は
、
役
場

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　

災
害
の
発
生
を
周
知
す
る
た

め
、
町
で
は
役
場
屋
上
に
非
常

用
サ
イ
レ
ン
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
町
中
心
部
で
火
災
が
発
生

し
た
と
き
は
、
３
秒
鳴
っ
て
２

秒
停
止
を
繰
り
返
し
、
計
10
回

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
際
は
、

ご
近
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

町
民
税
務
課
町
民

生
活
担
当
へ
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農
業
委
員
に
川
﨑
吉
已
さ
ん
が
就
任

山
和
建
設
㈱
に
感
謝
状
を
贈
呈

〜
消
火
活
動
に
尽
力
〜

日
、
役
場
で
行
わ
れ
、
小
野
精

一
小
国
町
長
か
ら
山
和
建
設
株

式
会
社
（
小
山
和
夫
代
表
取
締

役
社
長
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
6
月
29
日
に
樽

口
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
際
し
、
同
地
内
で
工
事
作
業

に
従
事
し
て
い
た
従
業
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
初
期
消
火
活

動
に
取
り
組
み
、
延
焼
の
拡
大

を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
贈
呈

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

小
国
に
来
て
か
ら
、
小
国
町

民
謡
研
究
会
の
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
民
謡
を
や
っ
て
い

る
と
知
人
に
話
を
す
る
と
、「
お

前
が
民
謡
？
」「
面
白
い
の
？
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
特
に
気
に
す
る
こ
と
も
な

く
、
そ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
せ
っ
か
く
小
国

へ
来
た
の
で
す
か
ら
、
自
分
の

性
格
を
客
観
的
に
見
て
、
今
ま

で
全
く
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ

と
、
興
味
が
な
か
っ
た
こ
と
に

も
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
が
、
こ

の
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
と
し

て
の
一
年
だ
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

ま
た
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

森
見
登
美
彦
さ
ん
の
小
説
「
有

頂
天
家
族
」
か
ら
の
受
け
売
り

で
す
が
「
面
白
き
事
は
良
き
事

な
り
」
で
す
。
何
事
も
考
え
方

や
取
り
組
み
方
次
第
で
面
白
く

も
つ
ま
ら
な
く
も
な
る
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
は
、
さ
い
わ
い
荘
で
唄

や
踊
り
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
盆
踊
り
や
文
化
祭

と
発
表
の
場
が
あ
り
ま
す
。
自

分
自
身
が
面
白
い
と
思
え
る
よ

う
、
見
に
来
た
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
練
習

に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

「
民
謡
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

伊　

藤　

正　

俊

委
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

伊
藤
憲
一
さ
ん
（
岩
井
沢
）

が
６
月
30
日
付
け
で
委
員
を
退

任
さ
れ
、
後
任
に
川
﨑
吉
已
さ

ん
（
大
石
沢
）
が
７
月
１
日
付

け
で
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
任
期
は
、
平
成
26
年

7
月
19
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

山
形
お
き
た
ま
農
業
共
同
組

合
推
薦
の
小
国
町
農
業
委
員
会

　

消
火
活
動
へ
の
協
力
に
対
す

る
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
7
月
17
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　第18回小国町ニュースポーツ大
会が、７月16日、町民総合体育館、
総合スポーツ公園などで開催され、
子どもからお年寄りまで町民約300
人が参加しました。
　大会は町内の地区体育協会（全
11地区）による対抗戦で進められ、
ソフトバレーボール、ペタンク、ゲー
トボール、グラウンドゴルフの４種
目が行われました。
　それぞれの会場で選手たちは、地
区からの声援を受けながら、一生懸
命プレー。参加者同士の交流を深め
ながら、爽やかな汗を流していまし
た。

　総合センター図書室絵本まつりが、７月
７日、総合センターで開催され、約30人が
参加しました。
　当日は、子育てサークルの「トライあん
ぐる（今野美喜子代表）」が講師となり、大
型紙芝居の上演や、七夕飾りづくりが行わ
れました。子どもたちは、織姫と彦星のお
話を聞いたり、思い思いの飾りを作ったり
と、楽しい七夕のひと時を過ごしました。

　７月８日、西置賜行政組合消防本部（長
井市）で開かれた「平成24年度山形県消防
操法大会西置賜支部大会」において、小国
町消防団第８分団第２部第１班（叶水地区）
が、小型ポンプ積載車の部で優勝に輝きま
した。
　渡部茂分団長を中心に、日ごろから取り
組んできた厳しい訓練がすばらしい成績に
結び付きました。

ニュースポーツで爽やかな汗

七夕飾りや大型紙芝居を体験 小国町消防団第８分団が優勝

～第18回小国町ニュースポーツ大会～

～図書室絵本まつり～ ～消防操法大会西置賜支部大会～
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　昨年４月から、おぐに白い森株式
会社に勤務しています。
　７月、８月の期間を中心に、森林セ
ラピーアテンダント（案内人）として、
森林セラピー基地温身平周辺の案内を
行っています。案内するにあたっては、
森林セラピーの効能や自生する植物の
説明を行いながら、お客様にゆっくり
と森林浴を楽しんでいただけるよう心
がけています。
　これからも、マタギ文化や豊かな自
然環境などの案内方法を先輩アテンダ
ントに教えてもらいながら、小国の魅
力をＰＲしていきたいと考えています。

今　真梨恵さん
DATA
●こん　まりえ
●年齢／24歳
●住まい／小国小坂町
●趣味 ／映画鑑賞、絵を描

くこと

　山形中央高校３年
の須藤貴

たかゆき

文君（小国
中出身）が、７月28
日から、新潟県など
で開催される2012北
信越かがやき総体の
陸上競技（４×100m
リレー）に出場して
います。また、南陽
高校３年の益田征

ゆ き や

哉
君（小国中出身）が、
７ 月28日 か ら、 広
島県で開催される全
国高等学校ライフル
射撃競技選手権大会
（ビームライフル立
射）に出場していま
す。両選手の活躍が
期待されます。

　小国高校２年生によるインターンシップ
が、７月５日と６日の両日、町内外32事業
所で行われました。
　今回は、２学年の全生徒59名が、それぞ
れの事業所で業務を体験しました。消防署
小国分署で消防士の仕事を体験した安達光
希君は、「体力が求められる仕事ですが、町
民の命を守るという点で、とてもやりがい
を感じました。この経験を将来に生かして
いきたいです。」と話してくれました。　

須藤貴文君、益田征哉君が
全国大会に出場します

仕事の充実感を体験
～小国高校２年生インターンシップ～

笑顔キラリ

Kon
　Marie

須 藤 貴 文 君

益 田 征 哉 君

笑顔キラリSmile.16
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お知らせコーナー
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

《
小
坂
町
団
地
》

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

▽
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▽
対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

２
Ｋ　
　

３
戸
（
２
階
・
３
階
）

▽
家
賃　

３
３
，
０
０
０
円

《
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅
》

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
４
階
）

▽
家
賃　

４
２
，
０
０
０
円

▽
対
象　

町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

８
月
９
日
㈭　

■
入
居
時
期　

８
月
下
旬
以
降

■
問
合
先

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▽
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

▽
対
象　

同
居
親
族
が
い
る
か
た

　
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

８
月
10
日
㈮

■
入
居
時
期　

９
月
下
旬

■
問
合
先　

県
営
住
宅
指
定
管
理

者
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

（
☎
０
２
３
８‒

24‒

２
３
３
２
）へ

西
置
賜
行
政
組
合

　
　
　
　
　

消
防
職
員
採
用
試
験

■
採
用
予
定
人
数　

4
名
程
度

■
受
験
資
格

　

 　

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
高
校
卒
（
平
成
25
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か

た
を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
か
た
で
、
長
井
市
、
小
国

町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
の
居
住

者
又
は
当
該
地
域
に
居
住
予
定

の
か
た

■
受
付
期
間

　

8
月
23
日
㈭
〜
9
月
12
日
㈬

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

　

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

■
受
付
場
所

　

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局

■
試
験
日
及
び
試
験
会
場

　

10
月
14
日
㈰

　

長
井
市
勤
労
セ
ン
タ
ー

■
採
用
予
定
日

　

平
成
25
年
4
月
1
日

■
受
験
申
込
書
の
請
求
先

　

 

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
、
消

防
本
部
・
消
防
署
、
消
防
署
各

分
署

■
問
合
先

　

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
長

井
市
平
山
４
４
６
０
☎
88‒

４
３
３
６
）
へ

家
族
の
た
め
の
「
う
つ
病
教
室
」

　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
か
た
の

ご
家
族
を
対
象
に
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

■
開
催
日
及
び
時
間

　

8
月
23
日
㈭

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

9
月
28
日
㈮

　

午
後
1
時
〜
3
時

■
場
所

　

南
陽
市
中
央
公
民
館

　
（
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
）
中
会
議
室

■
参
加
費　

無
料

■
対
象
者

　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
か
た
の

　

ご
家
族
（
定
員
20
人
）

※ 

で
き
る
だ
け
2
日
間
と
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

8
月
20
日
㈪

■
申
込
・
問
合
先

　

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課

（
☎
０
２
３
８‒

22‒

３
０
１
５
）

へ

ご
案
内

町内の空間放射線量を
お知らせします。

　～いずれの場所の数値も
　人体に対して影響のない水準です～
■７月23日㈪の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
　は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

測定場所 測定値
（µSv/h）

北部小中学校　グラウンド 0.10
沖庭小学校　グラウンド 0.11
旧小玉川小中学校　グラウンド 0.10
旧玉川小中学校　グラウンド 0.10
小国小学校　グラウンド 0.10
小国中学校　グラウンド 0.09
叶水小中学校　グラウンド 0.11
旧伊佐領小学校　グラウンド 0.11
旧白沼小中学校　グラウンド 0.12

募
集
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■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

１．各健診の日程等
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　８月29日㈬
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　平成21年12月～
　　　　　　　平成22年２月生まれ
　■４カ月児健診
　・期　　日　８月31日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成24年４月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　８月31日㈮　　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成23年８月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参くだ
　　　　　　さい。
４．問合先　健康管理センターへ

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■   日　

時　

８
月
７
日
、21
日（
子

育
て
講
座
・
親
子
交
通
安
全
教

室
）、
28
日
、
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■ 

日　

時　

８
月
２
日
、
９
日
、

23
日
、
30
日
、
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
赤
ち
ゃ
ん
広
場
☆

■
日　

時　

８
月
23
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園

■ 

対
象
者　

生
後
4
カ
月
か
ら
15

カ
月
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か

た
☆
タ
ッ
チ
ケ
ア
教
室
☆

■ 

日　

時　

８
月
10
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

対　

象　

歩
行
前
の
お
子
さ
ん

と
お
家
の
か
た

　

事業所名 職　　種 求人数 勤務時間

安 部 工 業 ㈱ 型枠大工、一般
作業員 2人 8：00～17：00

㈱ 山 芳 工 務 店 電気設備施工管理 2人 8：00～17：00

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー レジ係（販売員） 1人 8：45～18：00

㈲ 東 部 開 発 農作業全般、他 1人 8：00～17：00

大 河 内 産 業 ㈲
一般事務員、ダンプ・
重機運転士、砂利プ
ラント運転士・他

8人 8：00～17：00

医 療 法 人 社 団
緑 愛 会　 満 天 の 家

介護職 1人 8：30～17：30

柔道整復師兼介護職 1人 8：30～17：30

第一ホール小国店／
㈲コンズカンパニー

ホールスタッフ
【急募】 1人 8：30～16：15、8：30～17：30

16：00～23：00、15：00～23：00

㈱ 建 装 テ ク ノ 塗装工 1人 8：00～17：00

お ぐ に 白 い 森 ㈱ 夜警・夜間・休日
受付業務 1人 17：00～8：30

8：30～17：00

小 国 食 糧 ㈱ 店頭販売員 1人 8：30～18：30

㈱ヒメノ現場事務所 事務員 1人 8：30～17：30

お ぐ に の マ タ ギ
舟 山 三 喜 子 店員 1人 18：00～00：00

太平ビルサービス㈱
置 賜 営 業 所 日常清掃係（小国） １人 9：00～11：00

　右の表は、７月25日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

今月の納税
　８月の税金等の口座振替は、次
のとおりです。振替日の前日まで、
指定の口座に入金してください。
●８月27日㈪　水道料
● ８月31日㈮　町県民税（2
期）、国民健康保険税・後期
高齢者保険料普通徴収分（2
期）、介護保険料、下水道料・
簡易水道料、住宅使用料、保育
料等
■問合先
　町民税務課税政管理室へ

２０１２．８

※今月は、７月以降に登録された求人を掲載しています。

合
先

子
育

支
援

子
育
子
育
てて
支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
か
ら

８８月月のの
子育子育ててカレカレンンダーダー
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　水道水の節水に　水道水の節水に
　　　　　ご協力ください　　　　　ご協力ください
　小国町の上水道・簡易水道の水源は伏流水や湧
き水です。
　近年、温暖化や異常気象などの影響により、厳
冬期や夏期に水源水の渇水傾向がみられます。
　町の上水道や簡易水道をご利用の皆さまには、
常にも増した節水を心がけてくださるようお願い
いたします。

　節水に努めることは、環境保全にもつながりま
す。日ごろから節水を心がけ、限りある水資源を
大切に使いましょう。

■問合先　地域整備課水道管理室へ

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/

新着図着　　　　　　　　
◇昭　田中角栄と生きた女　　佐藤　あつ子
◇共喰い　　　　　　　　　　　田中　慎弥
◇焔火　　　　　　　　　　　　吉村　龍一
◇警視庁似顔絵捜査官001号 戸島　国雄
◇ブータン王室はなぜこんなに愛されるのか
　　　　　　　　　　　　　　　田中　敏恵

・・・休館日・・・　毎週月曜日・祝日

大相撲東関部屋小国合宿
自由に見学できますので、
ご声援をお願いします

■けいこ日時　8月14日㈫～19日㈰　
　　　　　　　7：00～10：00
■けいこ場所　コバレントマテリアル㈱
　　　　　　　小国事業所の相撲場
■問合先　東関部屋小国後援会事務局
　　　　　（☎62-3278）へ

相　談
年金相談 ……………………………
■日　時　８月22日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ
人権相談 ……………………………
■日　時　８月22日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ

消費者相談会 ……………………
■日　時　８月25日㈯
　　　　　10：00～15：00
■場　所　役場雇用相談室
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ
行政相談 ……………………………
■日　時　９月１日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　
　行政相談委員　齋藤恒助氏
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ
弁護士無料法律相談 ……………
■日　時　９月７日㈮
　　　　　10：00～15：00
■場　所　総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ

≪節水のポイント≫
１　水を出しっぱなしにせず、こまめに止めて使う。
２　食器を洗うときは容器にためて使う。
３　水を出しすぎない。
４　風呂の残り湯は、掃除や洗濯などに利用する。
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●小国町役場　☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室　☎62－2112　　●政策企画室 ☎62－2264　●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●国保医療担当 　☎62－2261　　●税政管理室 ☎62－2403　●会　計　室 　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408　　●商工観光室 ☎62－2416　●建設管理室・水道管理室 ☎62－2431
●建設技術室　☎62－2432　　●議会事務局 ☎62－2448

　

携帯電話にフィルタリングを！
～子ども達を有害情報から守りましょう～
○ スマートフォンは、無線ＬＡＮ利用でフィルタリ
ングをすり抜けてしまうことがあります。子ども
が使用する携帯電話がスマートフォンの場合は、
保護者が確実にフィルタリングを設定しましょ
う。詳しいフィルタリングの設定方法は、携帯電
話販売店にご相談ください。
○ 現在、スマートフォンで利用するアプリをダウン
ロードしてウイルスに感染するという被害が増え
ています。スマートフォンには確実にウイルス対
策ソフトも利用しましょう。
■問合先　小国警察署（☎62‒0110)へ

　75歳以上のかたの
健康診査のお知らせ

１対象者　　75歳以上のかた
２料　金　　無料
３検査項目
　①身長　②体重　③血圧　④内科診察　⑤尿検査
　⑥血液検査　⑦心電図検査　⑧眼底検査
４受診方法
　①総合検診会場で受診する場合
　　→健康福祉課（☎61-1000）へ
　　当日、検診会場においでください。事前に問診
　　票や尿器の送付を希望されるかたは、健康福祉
　　課までお電話でお申込みください。
　②町立病院で受診される場合
　　→町立病院（☎61-1111）へ※事前予約が必要です。
５持ち物
　受診日当日に保険証（後期高齢者医療被保険者証）
　を必ずお持ちください。　

さいわい荘盆踊り大会
■日　時　8月10日㈮
　　　　　子どもの部19：00～、大人の部19：30～
■場　所　さいわい荘　大ホール
■その他　 室内で開催しますので、内履きを持参し

てください。
■問合先　さいわい荘（☎62-3821）へ

国民健康保険被保険者証
更新のお知らせ

　現在、国民健康保険加入者に交付し
ている「国民健康保険被保険者証」の
有効期限は平成24年８月31日までと
なっています。新しい被保険者証は８
月末までに世帯主あてに郵送します。
古い保険証については、町民税務課に
回収箱を設置しますので、９月１日以
降にご返却ください。
◎学生用の被保険者証について
　学生で小国町から転出しているかた
の被保険者証については更新の手続き
が必要です。在学証明書または学生証
（写し可）を添付の上、申請書を町民税
務課まで提出してください。なお、８
月17日㈮まで申請していただくと、ご
家族の分と一緒に郵送できます。
■問合先　町民税務課国保医療担当へ

星空観察会星空観察会とと
　森林　森林セラピーセラピーツアーツアー
【星空観察会】
■日　時　8月7日㈫
　　　　　20：00～21：30
■場　所　旧小玉川小中学校
　　　　　グラウンド
■対　象　親子・一般のかた
■ 持ち物　懐中電灯、虫よけ剤等
■ その他　参加費無料で、事前申し込
みも不要です。

【森林セラピーモニターツアー】
■日　時　8月11日㈯
　　　　　9：30～16：30
■集合場所　天狗平ロッジ
■対　象　一般のかた
■参加費　２０００円
■申込期限　8月8日㈬
☆ 申込・問合先☆　
ＮＰＯ法人ここ掘れ和ん話ん探検隊
（☎０５０‒７５０７‒５９５５）へ　
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　① いすなどにひざを曲げた
状態で座る。

　② 片足の太ももの上にひじ
を延ばして両手を添える。
右（左）の太ももなら右手
（左手）のうえに左手（右
手）を重ねる。

　③ 息をゆっくり吐きながら
両手で太ももを押す。こ
れに抵抗して太ももを上
げると腹筋に力が入りま
す。

　④１セット片足10回ずつ。
　※   慣れたら回数を増やして

みましょう。

その四　メタボを予防しよう

編集後記
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人口のうごき
人　口 男・・・4,260人（－4） 
 女・・・4,498人（＋1） 
 計・・・8,758人（－3） 
世帯数 3,229世帯（－5）

平成24年６月30日現在

※お問合せ先 ☎６２－５８０８

誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。
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Yui オススメ
すわって腹筋のポイント

　メタボリックシンドローム（メタボ）とは、腹囲
が男性で85cm以上、女性で90cm以上の場合にかつ
高血糖、高血圧、脂質異常のうち２つ以上をあわせ
もった状態をいい、心臓病や脳卒中といった命にか
かわる病気を招くとされています。
　今月は、予防のポイントとお腹の筋肉量を増やす
方法「座って腹筋」を紹介します。
①自分の適正体重（kg）を知りましょう。
　●身長（m）×身長（m）×22＝適正体重（kg）
②自分の生活習慣を見直しましょう。
　● 食事は野菜を中心にバランスよくとり、良くか
んで（だ液と混ぜて）食べていますか？

　● 定期的に運動をしていますか？
１日30分程度のウォーキングや週２～３回程度
の軽いスポーツなど、無理なくできる事を継続
して行うことが大切です。

戸籍のまど戸籍のまど戸籍のまど戸籍のまど


